
●平成22年度通常総会を開催  （2）

●会長さんを訪ねて（柴田町商工会） （3）

●商工会事業の紹介（栗原南部商工会） （3）

●経営革新計画承認企業紹介 （4）

●平成22年度商工会地区の夏のイベント情報 （5）

●日本政策金融公庫／国民生活事業ニュース （6）

●ある日の指導日誌 （6）

●経営Q&A （7）

●中小企業大学校仙台校　研修のお知らせ （7）

●青年部 •女性部コーナー （8）

つきだて七夕まつり
毎年8月5・6日に栗原市築館の商店街で開催されている
伝統的なまつりです。
言い伝えによると、戦前数件の商店で七夕飾りを自作し飾

りだしたのが始まりと言われています。
商店等で作成した七夕飾り付けのコンクール、2010しづ

はた姫3人が参加する手踊り街頭パレードや各商店会のオリ
ジナルイベント等盛りだくさんのイベントがあります。
築館の七夕まつりで楽しい夜をお過ごし下さい。

■開催日時／平成22年8月5日（木）・6日（金）
　　　　　　午前10時～午後9時30分
■開催場所／栗原市築館地区商店街（交通規制あり）
■問合せ先／平成22年度つきだて七夕まつり実行委員会

（栗原南部商工会内）
TEL0228－22－3611

天　　野　　　忠　　正
株式会社髙橋プリント

一
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商工会は行きます　聞きます　提案します
～会員満足向上運動実施中～

今年で
商工会法施行50周年
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平
成
二
十
一
年
度
本
会
通
常
総

会
が
、
五
月
二
十
七
日
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、
数
井
寛
東

北
経
済
産
業
局
長
、
三
浦
秀
一
宮

城
県
副
知
事
、
村
上
智
行
宮
城
県

議
会
産
業
委
員
会
副
委
員
長
を
は

じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
、
今
年
度
新
た
に
会
長

に
就
任
さ
れ
た
利
府
町
商
工
会
郷

右
近
義
光
会
長
、
み
や
ぎ
北
上
商

工
会
菅
原
幸
盛
会
長
の
紹
介
が
行

わ
れ
、
続
い
て
表
彰
規
程
に
基
づ

き
優
秀
な
功
績
を
収
め
た
商
工
会

に
対
し
表
彰
状
の
伝
達
が
な
さ
れ

た
。天

野
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

議
長
に
美
里
町
商
工
会
安
部
文
則

会
長
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

提
出
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度

事
業
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
の
四

議
案
は
慎
重
な
る
審
議
の
後
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

〈
上
程
議
案
〉

第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
一
年
度
事

　

業
報
告
書
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
一
年
度
収

　

支
決
算
書
、
貸
借
対

　

照
表
、
財
産
目
録
承

　

認
の
件

第
三
号
議
案

　

特
別
会
計
共
済
事
業

　

平
成
二
十
一
年
度
事

　

業
報
告
書
並
び
に
損

　

益
計
算
書
、
貸
借
対

　

照
表
、
剰
余
金
処
分

　

計
算
書
（
案
）、
付

　

属
明
細
書
承
認
の
件

第
四
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
特
別
会
計
に

関
す
る
事
業
報
告
書
並
び
に
収

支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財

産
目
録
承
認
の
件

（
一
）
宮
城
県
商
工
会
役
員
退
任

慰
労
金
管
理
運
営
業
務

（
二
）
宮
城
県
商
工
会
職
員
退
職

金
管
理
運
営
業
務

（
三
）
商
工
会
等
が
行
う
集
金
業

務
に
係
る
金
員
の
保
全
業

務

（
四
）
特
定
退
職
金
共
済
事
業

（
五
）
中
小
企
業
大
学
校
研
修
負

担
金
管
理
運
営
業
務

（
六
）
宮
城
県
小
規
模
事
業
経
営

支
援
事
業
費
補
助
金

（
七
）
商
工
会
の
自
然
災
害
被
災

等
に
関
す
る
基
金

　
　
◆
各
種
表
彰
◆

①
組
織
強
化
優
良
商
工
会

○
七
ヶ
宿
町
商
工
会

○
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会

②
情
報
化
事
業
優
良
商
工
会

○
加
美
商
工
会

③
地
域
振
興
優
良
商
工
会

○
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会

○
大
崎
商
工
会

④
共
済
事
業
優
良
商
工
会

（
年
度
実
績
表
彰
）

○
角
田
市
商
工
会

○
蔵
王
町
商
工
会

○
村
田
町
商
工
会

○
柴
田
町
商
工
会

○
川
崎
町
商
工
会

○
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会

○
松
島
町
商
工
会

○
若
柳
金
成
商
工
会

○
石
巻
か
ほ
く
商
工
会

○
新
会
長
紹
介

　

利
府
町
町
商
工
会

　
　

郷
右
近　

義
光　

会
長

　
　
　
　
　
　

一
般
乗
用
旅
客

　
　
　
　
　
　

自
動
車
運
送
業

　

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

　
　

菅
原　

幸
盛　

会
長

　
　
　
　
　
　

自
動
車
賃
貸
業

挨拶する天野会長
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
四
議
案
を
原
案
通
り
可
決

平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会

平
成
二
十
一
年
度
事
業
を
承
認
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発
商
品
も
、
平
成
二
十
二
年
度

中
に
製
造
販
売
業
者
を
選
定
し

商
品
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

将
来
的
に
は
、
こ
う
い
っ
た

商
品
が
栗
原
市
の
特
産
品
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
獲
得
で
き
る

よ
う
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
行
政
や
生
産
者

と
連
携
し
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
継
続
的
な
事
業
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。

ド
』
認
定
事
業
者
を
中
心
に
選
定

し
、
食
品
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
野
村
友
次
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
な
が
ら
、
地
元
食
材
で

今
後
生
産
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
糖
度
の
高
い
パ
プ
リ
カ
を
使

用
し
た
フ
ル
ー
ツ
ピ
ク
ル
ス
や

フ
ル
ー
ツ
コ
ン
ポ
ー
ト
（
シ
ロ
ッ

プ
煮
）、
付
加
価
値
の
高
い
栗
原

産
の
漢
方
牛
の
挽
肉
と
小
ね
ぎ

を
醤
油
で
甘
辛
く
味
付
け
し
た

餡
を
バ
ニ
ラ
風
味
の
洋
風
の
皮

で
包
ん
だ
く
り
は
ら
特
選
ま
ん

じ
ゅ
う
等
五
品
目
を
開
発
。

商
工
会
で
は
、
い
ず
れ
の
開

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

父
が
昭
和
二
十
三
年
に
大
槻
板

金
を
創
業
し
、
昭
和
三
十
八
年
よ

り
家
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
若
い

こ
ろ
は
競
合
他
社
に
負
け
な
い
よ

う
技
術
習
得
に
励
み
、
そ
の
結
果

広
く
仙
南
地
域
に
営
業
範
囲
を
拡

「
疲
弊
す
る
地
域
を
元
気
に
！
」

柴
田
町
商
工
会

会
長
　
大
槻
　
裕
喜
　
氏

大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、事
業
拡
大
を
図
る
た
め
、

平
成
元
年
十
一
月
に
有
限
会
社
に

組
織
変
更
を
行
い
代
表
取
締
役
に

就
任
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
長
男
が
他
社
で
の

修
行
を
終
え
て
、
三
代
目
と
し
て

経
営
に
参
画
し
て
お
り
ま
す
。

◎
地
域
の
商
工
業
の
状
況
は
い

か
が
で
す
か
。

早
く
か
ら
工
場
誘
致
を
推
進

し
、
高
度
電
子
機
器
や
精
密
機
器

関
連
等
の
大
手
企
業
が
町
に
進
出

し
、
県
内
有
数
の
企
業
立
地
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
内
経

済
不
況
の
影
響
を
受
け
、
工
業
生

産
は
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
売
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
地
元
主
導
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
閉
店
す
る
な
ど
地

域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。

◎
商
工
会
が
取
組
む
街
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

当
町
は
観
光
資
源
も
豊
富
で
、

特
に
毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る

近
年
輸
入
食
品
の
安
全
性
や

食
品
偽
装
問
題
な
ど
食
品
分
野

全
体
の
信
頼
性
が
大
き
く
揺
ら

い
で
き
て
お
り
、
安
心
、
安
全

な
食
品
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
飛

躍
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

栗
原
の
地
域
資
源
で
あ
る
多
彩

で
高
品
質
の
農
産
物
を
利
活
用

し
、
新
た
な
地
域
の
顔
と
な
る

よ
う
な
新
商
品
の
開
発
を
行
い
、

農
・
商
工
両
分
野
に
お
け
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
目
指
し
て
行
こ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
委
員
に
は
栗
原
市
が

認
定
し
て
い
る
『
栗
原
ブ
ラ
ン

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
頃
に
は
、

船
岡
城
址
公
園
・
白
石
川
堤
「
一

目
千
本
桜
」
を
一
目
見
よ
う
と
、

県
内
外
か
ら
二
十
万
人
も
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

賑
わ
い
が
見
ら
れ
る
の
は
一
部
の

ま
つ
り
会
場
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
町
内
を
ゆ
っ
く
り
と
回
遊
で

き
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
柴
田
さ
く
ら
商
品

券
を
販
売
し
好
評
を
得
た
こ
と

か
ら
、
今
年
も
引
き
続
き
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
疲
弊
す
る
地
域

商
工
業
の
活
性
化
に
少
し
で
も

繋
が
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

「
地
元
食
材
で
新
商
品
開
発
」

︱
平
成
二
十
一
年
度
宮
城
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、

『
地
域
特
産
品
開
発
推
進
事
業
』
を
実
施
︱

栗
原
南
部
商
工
会

船岡城址公園から望む柴田町の街並

今回開発された「パプリカのフルーツピクルス」（左）と「くりはらまんじゅう」（右）

商工会事業の
紹介
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【企業概要】

企業名：㈲佐々木住宅工業
代表者：佐々木　賢司
業　種：サッシ・エクステリア工事業
所在地：大崎市三本木蒜袋

字向屋敷10-1
ＴＥＬ：0229-52-5717

【企業概要】

企業名：㈱オイデック
代表者：尾出　利男
業　種：管工事業
所在地：大崎市三本木南谷地

字熊野越 72-1
ＴＥＬ：0229-52-5100

【企業概要】

企業名：㈲イトーホーム
代表者：伊藤　浩之
業　種：建築業
所在地：大崎市三本木南谷地

字熊野越 58-1
ＴＥＬ：0229-52-5080

【企業概要】

企業名：㈲佐々広商店
代表者：佐藤　俊一
業　種：燃料小売業
所在地：大崎市三本木字北町 71
ＴＥＬ：0229-52-2008

大
崎
市
三
本
木
に
あ
る
住
宅

関
連
事
業
者
四
社
が
「
ど
こ
に

工
事
を
頼
ん
だ
ら
い
い
の
か
分

ら
な
い
」「
幾
ら
費
用
が
掛
か
る

の
か
不
安
だ
」
等
の
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
、
二
〇
〇
六

年
に
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な

ら
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
問
題
解

決
が
図
れ
る
「
水
彩
工
房
リ
モ

デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
独
自
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、
事
務
局

を
含
め
た
「
5
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
と
し
て

テ
レ
ビ
、
新
聞
等

に
も
取
り
上
げ
ら

れ
話
題
と
な
っ
た

が
、
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が

曖
昧
で
あ
っ
た
た

め
顧
客
と
の
接
点

が
弱
か
っ
た
。

そ
こ
で
、「
住
ま

い
に
関
す
る
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
」
と
い

う
明
確
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
、
独

自
の
会
員
化
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。

四
社
合
わ
せ
て

当
地
域
全
世
帯
の

八
割
に
当
る
約
二
千
軒
の
顧
客

を
無
料
会
員
と
し
て
登
録
。
顧

客
一
人
一
人
の
カ
ル
テ
を
作

成
し
、
御
用
聞
き
や
小
さ
な
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
通
じ
て
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

顧
客
に
ベ
ス
ト
な
提
案
が
可
能

と
な
っ
た
。

ま
た
、
地
域
特
性
を
知
り
尽

く
し
た
地
元
事
業
者
だ
か
ら
こ

そ
の
安
心
感
と
、
グ
ル
ー
プ
内

で
一
貫
し
た
施
工
に
よ
る
低
価

リモデルホームページ　http://remodel.typepad.jp/

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
の
紹
介
⑫

地
域
密
着

「
住
ま
い
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

㈲
イ
ト
ー
ホ
ー
ム
・
㈱
オ
イ
デ
ッ
ク
　

㈲
佐
々
広
商
店
・
㈲
佐
々
木
住
宅
工
業

（
大
崎
商
工
会
）

格
で
の
販
売
が
実
現
し
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
競
合
他
社
と
の

差
別
化
が
図
ら
れ
た
。

今
年
一
月
に
は
、
官
公
庁
の

受
注
も
視
野
に
事
業
拡
大
を
図

る
た
め
、
事
業
協
同
組
合
「
リ
・

モ
デ
ル
」
も
設
立
。

今
後
は
、
地
元
三
本
木
地
域

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
と
同
時
に
、

大
崎
市
一
円
の
潜
在
需
要
を
掘

り
起
こ
し
、
新
規
受
注
獲
得
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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商工会名 イベント名 開催日 開催場所

名 取 市
第 26 回名取夏まつり 8/7 閖上漁港特設会場

なとり駅前 de 夏まつり 8/8 サッポロビール株式会社仙台工場

岩 沼 市 いわぬま市民夏まつり 8/21 岩沼市役所前広場及び二木大通線

角 田 市 かくだふるさと夏まつり 8/14 角田市内中心商店街及び台山公園

丸 森 町
第 22 回齋理幻夜 8/7 丸森町齋理屋敷周辺

阿武隈川いかだ下り大会 7/25 丸森町阿武隈川流域

蔵 王 町 遠刈田温泉仮装盆踊り大会 8/14、15（予定） 遠刈田温泉街

七 ヶ 宿 町
七ヶ宿火まつり 8/21 七ヶ宿ダム自然休養公園

わらじで歩こう七ヶ宿 8/22 七ヶ宿スキー場から七ヶ宿町役場（道中）

大 河 原 町
第 24 回おおがわら夜市 8/7 大河原中央通り商店街、外

第 38 回おおがわら夏まつり 8/14 白石川右岸河川敷公園

柴 田 町
ザ・フェスティバル in しばた 7/24 陸上自衛隊船岡駐屯地内

バンドフェスタ in しばた 8/22（予定） 柴田町太陽の村

川 崎 町 かわさき夏まつり花火大会 8/13 川崎町総合運動場

亘 理 山 元
わたりふるさと夏まつり 8/15 亘理町荒浜鳥の海周辺

青年部夏まつり 8 月下旬 山元町磯浜

みやぎ仙台 第 30 回泉区民ふるさとまつり 8/21 雨天時翌日順延 仙台市泉区七北田公園、泉中央駅ペデストリアンデッキ

多賀城・七ヶ浜 第 21 回多賀城市民夏祭り「ザ・祭り in 多賀城」 8/7 陸上自衛隊多賀城駐屯地

松 島 町
松島瑞巌寺灯道 8/6 〜 8/8 瑞巌寺境内及び周辺地域

松島灯籠流し花火大会 8/17 松島海岸観光桟橋周辺

く ろ か わ
ふるさと大和商工まつり 7/31 〜 8/1 大和町まほろばホール

富谷町商工祭「おもしぇがらきてけさ in 富谷」 8/15 富谷町しんまち公園

加 美
かっぱのふるさと祭り 8/8 色麻町役場前駐車場

第 24 回かみ鳴瀬川大花火大会 8/14 加美町中新田あゆの里田川公園

玉 造 内川夏祭り・有備館祭り（仮称） 8/7 有備館ユービック

大 崎
三本木夏まつり 8/14 三本木カウボーイ駐車場特設会場

DonDon かしまだい夏まつり 8/14 鹿島台鎌田記念館特設会場

美 里 町
おんべこ郷夏まつり 8/7 小牛田駅前通り

おんべこ花火大会 8/14 美里町牛飼水辺公園

涌 谷 町
涌谷町新町振興会「伊達なカッパ祭り」 7/24 商工会館前ふれあい広場

涌谷町夏まつり 8/14 涌谷町内各商店街他

栗 原 南 部
平成 22 年度つきだて七夕祭り 8/5 〜 6 栗原市築館地区商店街

第 21 回志波姫水車祭り 8/14 栗原市志波姫小学校前駐車場

若 柳 金 成
金成夏まつり 8/1（予定） 金成総合支所駐車場

若柳流灯花火大会 8/16（予定） 迫川河畔（若柳）

栗 駒 鶯 沢
栗原よさこい祭り 7/25 栗駒岩ケ崎馬場通り

栗駒花火大会 8/15 三迫川鐙大橋河畔

一 迫 花 山 第 36 回一迫夏まつり花火大会 8/14 一迫中央公園

登 米 中 央 佐沼夏まつり 7/25 佐沼町内、迫川河畔

みやぎ北上
とよま明治村夏まつり 8/7 登米町蔵ジアム

とよまカッパ市 7/25 登米町遠山之里前庭

登米みなみ YOSAKOI ＆ねぷた in とよさと 2010 8/14 ＪＲ陸前豊里駅前広場

東 松 島 市
東松島夏まつり（航空祭前日祭） 8/21 東松島市矢本大町通り

鳴瀬流灯花火大会 8/14 鳴瀬大橋周辺

石巻かほく
おがつ夏まつり 8/14 石巻市雄勝町雄勝湾

にっこり夕市 8/13（予定） 石巻市北上総合支所

河 南 桃 生
和渕夏祭り 8/15 和渕「水辺の楽校」

ものうふれあい祭 2010
はねこ踊りフェスティバル in 桃生 9/11 植立山公園

石巻市牡鹿稲井 牡鹿鯨まつり 8/8 鮎川港・おしかホエールランド特設会場

女 川 町 女川みなと祭り 7/24 〜 25 女川海岸広場特設会場

南 三 陸
志津川湾夏まつり 8/7 志津川漁港

歌津恋来い浜まつり 8/8 魚竜館前広場

本 吉 唐 桑 第 17 回本吉町マンボウサンバ大会 8/21（予定） 本吉町津谷商店街

平成22年度商工会地区夏のイベント情報
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商
店
街
と
は
単
に
経
済
性
の

み
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、

立
地
を
所
与
の
も
の
と
し
て
地

域
に
植
物
の
よ
う
に
根
を
生
や

し
、
経
済
活
動
を
通
じ
て
社
会

面
、
文
化
面
等
に
お
い
て
多
様

な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
住
民

の
下
支
え
と
し
て
必
要
と
さ
れ

存
続
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
済
の
低
迷
か
ら
、

商
業
面
で
は
市
場
の
縮
小
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
消
滅
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
商
店
街
は

決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

鹿
島
台
駅
前
商
店
街
に
お
い

て
も
約
三
割
が
空
き
店
舗
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
崎
商
工
会
で
は
、

県
・
市
か
ら
補
助
を
受
け
、
三

年
間
に
亘
っ
て
、
商
店
街
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
戦
略
事
業
「
大
崎

市
の
南
の
玄
関
〜
鹿
島
台
駅
前

商
店
街
〜
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

業
種
を
超
え
、
地
域
住
民
を
巻

き
込
み
、
地
元
高
校
生
に
も
協

力
を
も
ら
い
、
大
崎
市
の
南
の

玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
商
店
街
を
つ
く
ろ
う

と
、
昨
年
度
か
ら
『
鹿
島
台
昭

和
の
ふ
れ
あ
い
互
市
』
を
毎
月

一
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

月
に
一
度
な
が
ら
、
商
店
街

に
非
日
常
的
な
空
間
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
商

店
街
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な

い
住
民
に
も
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま

し
た
。

特
に
、
普
段
の
商
店
街
で
は

目
に
す
る
こ
と
が
無
い
、
若
い

世
代
の
お
母
さ
ん
方
が
商
店
街

を
歩
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

し
か
し
、『
ふ
れ
あ
い
互
市
』

は
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

と
い
う
目
標
に
向
か
う
た
め
の

手
段
で
あ
り
、『
ふ
れ
あ
い
互
市
』

を
き
っ
か
け
に
、
商
店
街
に
来

て
頂
い
た
お
客
様
に
、
各
個
店

が
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

事
こ
そ
が
、
商
店
街
に
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
す
鍵
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

商
工
会
活
動
を
地
域
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
域
住
民
か
ら
確
実
に

認
知
さ
れ
て
き
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
様
々
な
方
々

と
連
携
し
、「
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
商
工
会
」
を
改
め
て

実
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

「にぎわいのある
商店街を目指して」

大崎商工会
主任主査
菊　田　　　慶

日本政策金融公庫 国民生活事業からのご案内

《セーフティネット貸付の概要》

貸付限度額

設備資金 :１５年以内（３年以内）
運転資金 :　８年以内（３年以内）

ご返済期間
（据置期間）

利　　　率
（基準利率 : 年２．15％～）
（平成22年5月19日現在）

経営環境変化資金
４，８００万円

｢第三者保証人等を不要とする融資｣の上乗せ利率：０．６５％ ➡ ０．３５％
＜お問合わせ先＞ 株式会社日本政策金融公庫　仙台支店　国民生活事業　ＴＥＬ：０２２－２２２－５１７３

■設備資金貸付利率特例制度の創設！
　設備資金をご利用いただく場合は、融資後2年間の金利を0.5％引き下げます！
■「セーフティネット貸付」の雇用維持・拡大に取り組む方の金利を引き下げ！
　雇用の維持・拡大に取り組むお客さまの運転資金の金利を0.2％引き下げます！

：基準利率
※政府の経済対策にもとづき、融資後 2 年間は「基準利率－０．５％」の利率が適用されます。

：基準利率 （次に該当する方は、引下げ利率が適用されます） 
①雇用の維持や拡大を図る方 ➡「基準利率－０．２％」
②最近の売上・利益率が減少している方 ➡「基準利率－０．３％」 
※①､②の両方に該当する方  ➡「基準利率－０．５％」

設備資金

運転資金

第273号（6）発行　平成22年7月1日発行　平成22年7月1日



「中小企業等金融円滑化法」について

中小企業基盤整備機構　東北支部
中小企業大学校仙台校　研修のお知らせ

Ｑ 1　どのような法律ですか
同法は、2009年12月4日より施行されたもので、
そのポイントとして
①中小企業等から返済条件変更等の申込を受けた金
融機関は、できる限りそれに対応できるよう努力
する義務がある。
②金融機関は謝絶しても直ちに義務違反が生じるわ
けではないが、「情報開示制度」や「報告」により、
一定の成果達成が法律で担保されている。
Ｑ2　同法を活用することで得られる ｢メリット｣ は
①元本返済猶予や、返済期間の延長等の借入条件の
変更により資金繰りの改善。
②条件変更を行っても不良債権に該当しない範囲が
拡充された。
③金融機関による経営支援、営業支援コンサルタン
トを受けられる等々
Ｑ 3　特に中小企業金融にとって有利になった点は
①本法施行と同時に「金融検査マニュアル」を改定。
新たに「金融円滑化編」が作られ、金融機関は、
率先して中小企業の金融円滑化を支援するよう強
く求められている。特に、条件変更の履歴がある
という理由で新規融資や条件変更を謝絶していな
いか金融検査により検証することとなっている。
②金融検査マニュアル活用のポイントとしては、概
ね下記のとおりであり、（ア）中小企業と大企業
は異なる扱い（イ）経営者と企業を一体として判
断する（ウ）技術力と販売力（エ）経営者と経営
努力（オ）経営改善の取組みを高く評価があげら

れ、このマニュアルを活用することは資金調達に
役立つものといえる。
Ｑ 4　返済条件等の変更依頼するにあたって留意す
べきことは
①再建への強い信念をもって交渉に臨みましょう。
②土壇場に至る前に、時間的余裕をもって相談を始
めましょう。
③取引金融機関すべてに返済条件変更をお願いしま
しょう。
④再建計画は、第三者の客観的な視点を入れ、より
実現性の高いものとしょう。
以上が返済条件等変更依頼にあたって、特に留意
すべきことと思われます。
Ｑ 5　申込状況、金融機関の対応ぶりは
平成22年3月末における東北地区内金融機関の
貸出条件変更等の実施状況は、「中小企業者」から
の申込総件数は24,954件、うち実行に至った件数
19,620件（78.6%）、謝絶に至った件数は434件
（1.7％）と順調に推移しています。
（「住宅資金借入者」の申込分は含まず。実績計数
出所:東北財務局公表資料より）

なお、商工会連合会並びに各商工会においても、
従来から「金融相談窓口」を設置、金融関連問題等
相談に応じております。是非ご利用ください。

宮城県商工会連合会　　　　　　　　
嘱託専門指導員　菊　田　守　志
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安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

去
る
六
月
十
一
日
ホ
テ
ル
リ
ッ

チ
フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
に
お
い
て
、

県
下
商
工
会
青
年
部
正
副
部
長

五
十
五
名
参
加
の
も
と
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
で
は
、
㈱
ノ
ウ
ハ
ウ

バ
ン
ク
代
表
取
締
役
の
三
科
公
孝

氏
が
「
不
況
脱
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

〜
こ
れ
が
決
め
手
！
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
売
上
を
伸
ば
す
〜
と
題

商
工
会
女
性
部
員
研
修
会
が
、

去
る
六
月
七
日
仙
台
国
際
ホ
テ
ル

し
て
、
全
国
各
地
で
数
多
く
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
実
際

の
事
例
を
交
え
て
、「
ど
の
業
種

で
あ
っ
て
も
成
功
し
て
い
る
企
業

は
業
界
の
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
ず

に
、
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
発

想
を
実
践
し
て
お
り
、
新
た
な
一

歩
を
実
際
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
か
が
業
績
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
」
と
訴
え
た
。

を
会
場
に
、
県
下
商
工
会
女
性
部

員
百
八
十
七
名
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

は
じ
め
に
第
十
六
回
女
性
部
主

張
大
会
が
行
わ
れ
、
県
下
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
の
代
表
者
が
日
頃
の

女
性
部
活
動
や
地
域
振
興
に
つ
い

て
熱
弁
を
振
い
、
仙
南
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
高
橋
富
子
さ
ん
が
、
最
優

秀
賞
（
宮
城
県
知
事
賞
）
を
受
賞

し
、
七
月
八
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

主
張
大
会
に
本
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
切
符
を
手
中
に
し
た
。

続
い
て
作
間
県
青
連
会
長
が
、

平
成
二
十
二
年
度
県
青
連
事
業
の

重
点
事
業
に
つ
い
て
説
明
、
特
に

本
会
青
年
部
連
合
会
は
去
る
五

月
十
三
日
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
、

同
女
性
部
連
合
会
は
五
月
十
一
日

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
通
常
総
会
を
開
催
し
、

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
、
平

成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
等
の
全

議
案
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
可
決
承
認
し
た
。

ま
た
、
審
議
に
先
立
ち
、
平
成

二
十
一
年
度
部
員
増
強
運
動
に
お

い
て
顕
著
な
実
績
を
挙
げ
た
左
記

の
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
に
対

し
賞
状
及
び
記
念
品
の
授
与
が
行

わ
れ
た
。

【
優
良
青
年
部
表
彰
】

　
　

角

田

市
商
工
会
青
年
部

　
　

大
河
原
町
商
工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
表
彰
】

　
　

み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
女
性
部

続
い
て
講
演
会
で
は
、元「
T
H
E

店
長
会
議
」
編
集
長
で
ラ
イ
タ
ー

の
桑
原
聡
子
氏
が
「
繁
盛
店
の
極

意
」
と
題
し
、
豊
富
な
取
材
事
例

の
分
析
を
基
に
、「
繁
盛
し
て
い

る
お
店
の
共
通
点
と
し
て
、
購
入

や
サ
ー
ビ
ス
の
過
程
に
お
い
て
、

消
費
者
に
「
楽
し
さ
・
快
適
さ
・

心
地
良
さ
」
を
心
理
的
に
感
じ
さ

せ
顧
客
満
足
を
高
め
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

な
お
、
主
張
大
会
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

高
橋　

富
子
さ
ん（
名
取
市
）

○
優
秀
賞

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

遊
佐　

千
恵
さ
ん
（
玉
造
）

成
功
の
決
め
手
は
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い
発
想

―
平
成
二
十
二
年
度
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
―

最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表　

高
橋
富
子
さ
ん（
名
取
市
）

―
平
成
二
十
二
年
度
商
工
会
女
性
部
員
研
修
会
―

提
出
議
案原

案
通
り
承
認

―
平
成
二
十
二
年
度
青
年
部
・

女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
―

最優秀賞を受賞した高橋さん

三科氏の話を熱心に聞く出席者

十
一
月
二
十
六
日
東
京
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
る
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
記
念
式
典
や
九
月
九
日

本
県
が
幹
事
と
し
て
開
催
予
定
の

東
北
六
県
北
海
道
商
工
会
青
年
部

員
交
流
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
欲
し
い
と
呼
び
掛
け
を

行
っ
た
。
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